
主  催

特別協賛                                 NPO法人 学校経理研究会

後  援

2025年度 学生支援に関する基礎研修講座

１．日 程 表
２．事前課題・グループワークのテーマについて
３．グループ別懇談会・グループワークについて
４．グループ分け一覧表（その１・その２） …別 添
５．参加者勤務先一覧
６．講義資料（講義１〜５） …別 添

Culture Creation for Students

特定非営利活動法人

学 生 文 化 創 造

文部科学省 一般社団法人国立大学協会 一般社団法人公立大学協会 日本私立大学協会
一般社団法人日本私立大学連盟 全国公立短期大学協会 日本私立短期大学協会
公益財団法人大学基準協会 公益財団法人日本高等教育評価機構
一般財団法人大学・短期大学基準協会 独立行政法人大学改革支援・学位授与機構
独立行政法人国立高等専門学校機構 日本私立高等専門学校協会 独立行政法人日本学生支援機構
大学コンソーシアム八王子 大学マネジメント研究会 一般社団法人大学行政管理学会

取 扱 注 意
☆ ダウンロードした講義資料を更にコピーして利用することは、著作権を侵害する行為となりますので注意してください。
☆ グループ分け一覧表に参加者の氏名等を記載しておりますので、本研修会以外の目的で使用しないでください



 
8 月 28 日（木） 

 
10：00〜 受 付 
  
（講演）高等教育の現状と課題について−「知の総和」答申− 

文化庁審議官（前文部科学戦略官） 松坂 浩史 
10：30〜11：30 講  演 

11：30〜11：35  休 憩 

11：35〜11：40 開 講 式 
11：40〜12：00 グループ別懇談会（名刺交換等） 
 
12：00〜13：00  休 憩 
 

講 義 1   
高等教育は改善したのか 

国立教育政策研究所 高等教育研究部 部⻑ 濱中 義隆 
13：00〜14：20 講 義 
14：20〜14：30 質疑応答 
14：30 講義 1 終了 
 
14：30〜14：50  休 憩  
 

講 義 2 
学生 FD 活動について 〜学生との「協働」について考える〜 

法政大学 大学評価室⻑ 理工学部機械工学科 教授 川上 忠重 
14：50〜15：20 導 入・講 義 
15：20〜16：00 グループワーク 
16：00〜16：10 休 憩 
16：10〜16：40 グループワークの発表 
16：40〜16：50 全体振り返り 
16：50 講義 2 終了 

 
8 月 29 日（金）午 前 

 
8：30〜9：00 受 付 
 

講 義 3 
学生支援としてのアカデミック・アドバイジング 
〜情報収集・吟味・決定力を育むアプローチ〜 

創価大学 学士課程教育機構 教授 山﨑 めぐみ 
9：00〜9：35 導入・講義 
9：35〜9：45 グループワーク①（個人作業 2 分 グループ活動 8 分） 
9：45〜9：55 講 義 
9：55〜10：05 グループワーク②（個人作業 2 分 グループ活動 8 分） 
10：05〜10：15 講 義 
10：15〜10：30 グループワーク③（個別作業５分 グループ活動10 分） 
10：30〜10：40 講 義 
10：40〜10：50 グループワーク④（グループ活動10 分） 
10：50〜11：05 休 憩 
11：05〜11：10 講 義 
11：10〜11：17 グループワーク⑤（個人作業 2 分 グループ活動 5 分） 
11：17〜11：32 講 義 
11：32〜11：42 グループワーク⑥（個人作業２分 グループ活動８分） 
11：42〜11：52 グループワーク⑦（個人作業２分 グループ活動８分） 
11：52〜12：00 まとめ 
12：00 講義３終了 

 
（ 座 席 移 動 ） 
 
 
 
 
 
 

 
8 月 29 日（金）午 後 

 
12：00〜13：00  休 憩 
 

講 義 ４ 
ユニバーサル化時代の我が国の大学進学〜正解から納得解へ〜 

横浜市立大学 アドミッションズセンター 
(高等教育推進センター併任)専門職・学務教授 出光 直樹 

13：00〜14：00 講 義 (質疑含む) 
14：00〜14：10 休 憩 
14：10〜14：40 グループワーク 
14：40〜15：00 グループワークの発表・講評 
15：00 講義４終了                                                       
 
15：00〜15：20   休 憩 
 

講 義 ５ 
インターンシップの課題 〜困難と対応策〜 

法政大学 キャリアデザイン学部 教授 児美川 孝一郎 
15：20〜 導 入  
15：25〜15：45 グループワークⅠ（討論 10 分 発表 10 分） 
15：45〜16：15 講 義 Ⅰ 
16：15〜16：25 休 憩 
16：25〜16：55 グループワークⅡ（討論 20 分 発表 10 分） 
16：55〜17：20 講 義Ⅱ・振りかえり 
17：20 講義５終了                                                       
 
17：20〜17：30   休 憩 
 
17：30〜17：50 グループ別懇談会（名刺交換等） 
17：50〜18：00 閉 講 式 
 

１．日 程 表 



 
8 月 28 日 講義 2 川上講師 

事 前 課 題 
自大学で行われている「学生 FD 活動」について、口頭で紹介する内容（２分程

度）を、検討してきてください。 
＊グループワークの最初の部分に関する検討になります。 
 

グループワーク（講義資料 スライド 39 参照） 
① 自大学の取り組み紹介・共有（一人 2 分程度） 
② 「学生と教職員が『協働』する学生 FD 活動とは、どんなものだと思いますか？」

その意義と可能性、課題をグループで考えてみましょう！  
 
グループとしてのテーマに対する意見を、用紙や付箋を利用して、グループの意見
として発表用に纏めてください。 

 
 

8 月 29 日 講義 3 山﨑講師 
事 前 課 題 

 「事前資料（ウェブサイトの記事）」を、一読してきてください。 
 

グループワーク （ ）内の数字は講義資料のスライド番号です。 

① 自大学で取り組んでいる学生の多様性に関わるものを挙げてください（7） 
② ご自身がもつ主体的・自律的な学修者(学生)のイメージを考えてください（11） 
③ 自大学で、「意図的に」全学生へ働きかけているものはありますか？（14） 
④ 自大学のシラバスをみてみる 主体性／自律性（18） 
⑤ アクセスに関する活動で挙げられた学生の背景を考えてください（22） 
⑥ 学生が自ら目的・目標を設定する必要がある（考えて欲しい）ものをリストに

してください（35） 
⑦ 今までの経験から、学生が吟味する必要がある状態をリストにしてください（36） 

 
 

８月 29 日 講義４ 出光講師 
事 前 課 題 

  各自が所属・関係する大学等の学生（出来るだけ２名）にインタビューをし、 
ワークシート（Word ファイルの編集でも手書でも可）を作成してください。 
記載内容は項目列挙や箇条書き程度で十分です。 
 

＊ワークシートは、計８部印刷して持参してください。 
８部のうち２部を、8 月 28 日（木）受付の際ご提出ください。 

 
グループワーク 

事前課題で作成したワークシートを使い、各自３分程度で報告します。 
 
 
 
 

8 月 29 日 講義５ 児美川講師 
グループワーク 
Ⅰ インターンシップへの貴学の取り組みについて、日頃から感じている 

問題点や課題は？ 
（講義資料 スライド 5 参照） 

 
Ⅱ 大学におけるインターンシップへの取り組みは、こう変えるべき。 

こう変えていきたい！（提案を作成してください） 
（講義資料 スライド 15，16 参照） 

 

２. 事前課題・グループワークのテーマについて 



グループ別懇談会について 
 
① メンバーについて 

「４．グループ分け一覧表」（その１・その２）をご覧ください。 
 
② 懇談会について 

情報交換の時間として活用してください（以下は例です）。 
・ 名刺交換、自己紹介、普段の業務内容 等 
・ 研修会に参加した経緯や、参加の動機 
・ 事例共有、情報交換（勤務先や部署で、話題・課題となっている事を話す等） 

 
③ 開始・終了時刻 
・ 日程表に記載した時間を目安にしてください。事務局よりご案内します。 
・ 残り時間をベルでお知らせします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

グループワークについて 

 
① メンバーについて 

「４．グループ分け一覧表」（その１・その２）をご覧ください。 
 
② グループワーク実施場所 

座席で実施します。話合いがしやすいよう向き合ってください。 
 

③ 進行役、発表者について 
・ 進行を担当いただく方を予め決めておりますが（「グループ分け一覧表」参照）、 

グループ内で変更いただいても構いません。 
・ 進行役はメンバー全員より意見を聴取するようアテンドしてください。 
・ 発表していただくグループは、講師が指名します。 

発表者は、グループ内で決めておいてください。 
 

④ 記録について 
・ 原則、各グループでの任意とします。講師の指示に従ってください。 

 
⑥ 開始・終了時刻 
・ 日程表に記載した時間を目安にしてください。講師または事務局より案内します。 
・ 残り時間をベルでお知らせします。 

３．グループ別懇談会・グループワークについて 

グループ別懇談会・グループワークの 基 本 ルール 
 メンバー全員が発言できるよう時間をみながら懇談しましょう。 
 一人に負担がかからないよう、メンバー全員で協力し進めましょう。 
 ワーク等で知りえた個人情報などは決して、口外しないようにしましょう。 



５．参加者勤務先一覧 

東京海洋大学 2 神田外語大学 1 富山短期大学 1
山梨大学 1 千葉商科大学 2
名古屋工業大学 2 城⻄大学 4
佐賀大学 1 桜美林大学 3 サレジオ工業高等専門学校 1

国士舘大学 1
玉川大学 1
東京理科大学 1 日本高等教育評価機構 1
法政大学 1
目白大学 1
大阪体育大学 1
近畿大学 1
四天王寺大学 1
倉敷芸術科学大学 1
比治山大学・短期大学 1
九州産業大学 4
筑紫女学園大学 1
福岡工業大学 2
福岡女学院大学 1

公益財団法人

私立高等専門学校

（機関別・北から順。数値は参加者数を示す）

国立大学 私立大学 短期大学


